
本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績

【
略
歴
】

学
歴

昭
和
五
〇
年
三
月　

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
（
文
学
士
）

昭
和
五
二
年
三
月　

京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）

昭
和
五
三
年
三
月　

京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
（
宗
教
学
専
攻
）
中
退

学
内
役
職

平
成　

元
年
四
月　

文
学
部
非
常
勤
講
師
（
〜
平
成
二
二
年
三
月
）

平
成
二
二
年
四
月　

仏
教
学
部
仏
教
学
部
特
別
任
用
教
授
（
〜
平
成
二
六
年
三
月
）

平
成
二
六
年
四
月　

仏
教
学
部
教
授
（
〜
令
和
四
年
三
月
）

平
成
二
八
年
四
月　

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
〜
令
和
四
年
三
月
）

平
成
二
八
年
四
月　

佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
委
員
（
〜
令
和
三
年
三
月
）

平
成
二
八
年
四
月　

宗
門
後
継
者
養
成
委
員
会
委
員
（
〜
令
和
四
年
三
月
）

令
和　

三
年
四
月　

佛
教
大
学
評
議
員
（
〜
令
和
四
年
三
月
）

令
和　

四
年
四
月　

仏
教
学
部
非
常
勤
講
師

一
五

本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



そ
の
他
の
職
歴

昭
和
五
三
年
四
月　

京
都
大
学
文
学
部
助
手
（
〜
昭
和
五
五
年
三
月
）

平
成　

元
年
九
月　

神
戸
女
子
大
学
専
任
講
師
（
〜
平
成
五
年
三
月
）

平
成　

五
年
四
月　

神
戸
女
子
大
学
助
教
授
（
〜
平
成
十
二
年
三
月
）

平
成　

六
年
四
月　

知
恩
院
淨
土
宗
學
研
究
所
嘱
託
研
究
員
（
〜
平
成
十
九
年
三
月
）

平
成
十
二
年
四
月　

神
戸
女
子
大
学
教
授
（
〜
平
成
十
六
年
三
月
）

平
成
二
十
年
四
月　

知
恩
院
淨
土
宗
學
研
究
所
研
究
副
主
任
（
〜
平
成
二
十
六
年
三
月
）

大
正
大
学
交
換
教
授
、
精
華
短
期
大
学
・
京
都
産
業
大
学
・
種
智
院
大
学
・
大
阪
大
学
・
京
都
大
学
・
大
阪
外
国
語
大
学
・
広
島
大

学
・
九
州
大
学
非
常
勤
講
師
（
詳
細
略
）

学
会
関
連

所
属
学
会

　

ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
会

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

　

日
本
佛
教
学
会

　

法
然
上
人
研
究
会

　

日
本
仏
教
綜
合
研
究
学
会

　

佛
教
大
学
仏
教
学
会

一
六

仏
教
学
会
紀
要　

二
八
号



　

浄
土
学
研
究
会

　

仏
教
文
学
会

　

浄
土
宗
教
学
院

【
業
績
】

単
著

『
倶
舎
論
所
依
阿
含
全
表
Ⅰ
』　

私
家
版　

昭
和
五
九
年
三
月

『
梵
文
和
譯
決
定
義
經
・
註
』　

民
族
出
版
社　

平
成
元
年
三
月

『
倶
舎
論
註
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
の
研
究　

訳
註
篇　

上
』
大
蔵
出
版　

平
成
二
六
年　

六
月

『
倶
舎
論
註
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
の
研
究　

訳
註
篇　

下
』
大
蔵
出
版　

平
成
二
六
年　

七
月

共
著

『
ブ
ッ
ダ
の
詩
Ⅰ
』 

講
談
社　

昭
和
六
一
年 

七 

月

『
イ
ン
ド
仏
教
2
』（
岩
波
講
座
東
洋
思
想
第
九
巻
） 

岩
波
書
店　

昭
和
六
三
年 

十 

月

『
傍
訳
選
択
本
願
念
仏
集
』（
上
） 

四
季
社　

平
成
十
三
年 

六 

月

『
傍
訳
選
択
本
願
念
仏
集
』（
下
） 

四
季
社　

平
成
十
三
年 

七 

月

『
倶
舎
論
の
原
典
研
究 

智
品
・
定
品
』 

大
蔵
出
版　

平
成
十
六
年 

十 

月

『
倶
舎
論
の
原
典
研
究 

随
眠
品
』 

大
蔵
出
版　

平
成
十
九
年 

十 

月

一
七

本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



『
法
然
上
人
の
お
言
葉
│
元
祖
大
師
御
法
語
│
』 

総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会　

平
成
二
二
年 

四 

月

『
大
乗
仏
教
の
誕
生
』（
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
2
） 

春
秋
社　

平
成
二
三
年
十
二
月

『
倶
舎 
絶
ゆ
る
こ
と
な
き
法
の
流
れ
』 

自
照
社
出
版　

平
成
二
七
年 

三 

月

『
桑
門
秀
我
著 
選
択
本
願
念
佛
集
講
義 

前
篇
』 

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

令
和 

二 

年 

一 

月

『
桑
門
秀
我
著 
選
択
本
願
念
佛
集
講
義 

後
篇
』 

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

令
和 

四 

年 

三 

月

論
文

Theragāthā 1209-1279 (M
ahānipāta)

研
究
ノ
ー
ト
﹇
Ⅰ
﹈ 

『
イ
ン
ド
学
報
』　

二　

昭
和
五
一
年 

十 

月

Theragāthā 1209-1279 (M
ahānipāta)

研
究
ノ
ー
ト
﹇
Ⅱ
﹈ 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
五
│
一　

昭
和
五
一
年
十
二
月

倶
舎
論
│
三
世
実
有
説
（
訳
注
）
│
（
共
著
） 

『
南
都
佛
教
』
四
一　

昭
和
五
三
年
十
二
月

初
期
仏
典
に
お
け
る
沐
浴
者
（Snātaka

） 

『
佛
教
論
叢
』
二
三　

昭
和
五
四
年 

十 

月

am
athadeva

の
倶
舎
論
註
│
中
阿
含
の
組
織
の
若
干
に
つ
い
て
│ 

『
佛
教
論
叢
』
二
五　

昭
和
五
六
年
十
一
月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
引
く
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の
『
四
百
讃
』 

『
佛
教
論
叢
』
二
六　

昭
和
五
七
年 

九 

月

三
世
実
有
説
と
有
部
阿
含 

『
佛
教
研
究
』
十
二　

昭
和
五
七
年
十
二
月

倶
舎
論
註
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
の
伝
へ
る
『
因
縁
相
応
』〔
1
〕
│
蘆
束
経
│

 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
一
│
一　

昭
和
五
七
年
十
二
月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
傳
へ
る
『
大
業
分
別
經
』
と
『
法
施
比
丘
尼
經
』 

『
佛
教
文
化
研
究
』
二
八　

昭
和
五
八
年 

三 

月

ウ
パ
ー
イ
カ
ー
の
引
く
童
受
の
『
喩
鬘
論
』
断
章 

『
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
研
究
所
報
』
五　

昭
和
五
八
年 

八 

月

一
八

仏
教
学
会
紀
要　

二
八
号



シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
倶
舎
論
註
雑
録 

『
佛
教
論
叢
』
二
八　

昭
和
五
八
年 

九 

月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
引
く
論
書
に
就
て 

『
佛
教
論
叢
二
七　

昭
和
五
八
年 

九 

月

Pāli U
dāna

研
究
（
1
） 

『
佛
教
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
』
一　

昭
和
五
九
年 

三 

月

Ratnāvalī
の
阿
含
的
表
現
（
1
） 

『
佛
教
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
』
二　

昭
和
六
十
年 

三 

月

ウ
パ
ー
イ
カ
ー
所
伝
の
長
阿
含 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
三
│
一　

昭
和
六
十
年
十
二
月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
伝
え
る
中
・
相
応
阿
含 

『
佛
教
研
究
』
一
四　

昭
和
六
十
年
十
二
月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
伝
え
る
律
典 

『
佛
教
研
究
』
一
五　

昭
和
六
二
年 

三 

月

馬
鳴
詩
の
な
か
の
経
量
部
説 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
六
│
一　

昭
和
六
二
年
十
二
月

シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
伝
へ
る
増
一
阿
含 

『
佛
教
論
叢
』
三
二　

昭
和
六
三
年 

九 

月

印
度
昔
話
（
1
）
│
ジ
ャ
イ
ナ
教
説
話
よ
り
│ 

『
木
野
評
論
』
二
〇　

平
成 

元 

年 

三 

月

阿
毘
達
磨
仏
説
論
と
大
乗
仏
説
論
│
法
性
、
隠
没
経
、
密
意
│ 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
八
│
一　

平
成 

元 

年
十
二
月

『
釋
軌
論
』
第
四
章
│
世
親
の
大
乗
仏
説
論
（
上
）
│ 

『
神
戸
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
篇
』
二
三
│
一　

平
成 

二 

年 

三 

月

漢
訳
雑
阿
含
・
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
対
照 

『
佛
教
論
叢
』
三
四　

平
成 

二 

年 

九 

月

毘
婆
沙
師
の
三
蔵
観
と
億
耳
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ 

『
佛
教
論
叢
』
三
五　

平
成 

三 

年 

九 

月

Sautrāntika 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
〇
│
二　

平
成 

五 

年 

三 

月

『
釋
軌
論
』
第
四
章
│
世
親
の
大
乗
仏
説
論
（
下
）
│ 

『
神
戸
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
篇
』
二
五
│
一　

平
成 

四 

年 

三 

月

貪
（rāga

）
と
愛
（tr

・s

・n

・ā

）
と
の
同
異 

『
佛
教
論
叢
』
三
六　

平
成 

四 

年 

九 

月

馬
鳴
の
學
派
に
關
す
る
先
行
學
説
の
吟
味
│
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
説
│

一
九

本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



 

『
渡
邊
文
麿
博
士
追
悼
論
集 

原
始
仏
教
と
大
乗
仏
教
』　

平
成 

五 

年 

五 

月

馬
鳴
作
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
第
13
章
22
│
26 

『
佛
教
論
叢
』
三
七　

平
成 

五 

年 

九 

月

経
を
量
と
す
る
馬
鳴 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
二
│
二　

平
成 

五 

年
十
二
月

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
餘
部
阿
含
の
引
用 

『
佛
教
論
叢
』
三
八　

平
成 

六 

年 

九 

月

『
倶
舎
論
』
七
十
五
法
定
義
集 

『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
二
六
／
二
七　

平
成 

七 

年 

三 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
一
）
│ 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
一　

平
成 

七 

年 

三 

月

ム
ー
ラ
デ
ー
ヴ
ァ
物
語 

『
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
』
一　

平
成 

八 

年 

九 

月

玄
奘
譯
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
「
順
」
の
意
味 

『
佛
教
論
叢
』
三
九　

平
成 

七 

年 

九 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
二
）
│ 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
二　

平
成 

八 

年 

三 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
四
）
│
等
活
地
獄
の
樣
相 

『
佛
教
文
化
研
究
』
四
一　

平
成 

八 

年 

九 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
三
）
│
等
活
地
獄
の
前
半 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
三　

平
成 

九 

年 

三 

月

『
選
擇
集
』
撮
要 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
四　

平
成 

十 

年 

三 

月

『
随
眠
施
設
』『
名
色
施
設
』
│
有
部
『
施
設
論
』
の
未
知
な
る
構
成
要
素
│

 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
七
│
一　

平
成 

十 

年
十
二
月

『
倶
舎
論
』
関
係
資
料
に
見
え
る
北
倶
盧
洲 

『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊 

浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』　

平
成
十
一
年 

三 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
五
）
│
等
活
地
獄
の
殘
餘 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
五　

平
成
十
一
年 

三 

月

説
一
切
有
部
の
縁
起
説
│
舟
橋
一
哉
説
の
検
討
│ 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
八
│
一　

平
成
十
一
年
十
二
月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
六
）
│
黒
縄
・
衆
合
・
叫
喚

二
〇

仏
教
学
会
紀
要　

二
八
号



 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
二
六　

平
成
十
二
年 

三 

月

陳
那
作
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
要
義
灯
』
世
品
（
1
） 

『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
一　

平
成
十
二
年 

三 

月

『
釈
軌
論
』
第
一
章
（
上
）
│
世
親
の
経
典
解
釈
法
│

 

『
香
川
孝
雄
博
士
古
希
記
念
論
集 

仏
教
学
浄
土
学
研
究
』
永
田
文
昌
堂　

平
成
十
三
年 

三 

月

世
親
の
縁
起
解
釈
│
受
支
│ 

『
石
上
善
應
教
授
古
稀
記
念
論
文
集 

イ
ン
ド
文
化
の
基
調
と
展
開
』
1　

平
成
十
三
年 

五 

月

毒
蛇
と
出
家
沙
門 

『
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
』
七　

平
成
十
三
年 

九 

月

『
倶
舎
論
』
世
品
本
論
・
満
増
疏
訳
注
（
一
）（
共
著
）

 

『
櫻
部
建
博
士
喜
寿
記
念
論
集 

初
期
仏
教
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
へ
』　

平
成
十
四
年 

五 

月

The W
ord Sautrāntika 
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平
成
十
五
年 

九 

月

『
倶
舎
論
』
界
品
・
根
品
和
訳
の
検
討

 

『
佐
藤
良
純
教
授
古
稀
記
念
論
文
集 

イ
ン
ド
文
化
と
仏
教
思
想
の
基
調
と
展
開
』
第
一
巻　

平
成
十
五
年 

九 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
七
）
│
大
叫
喚
・
焦
熱
地
獄

 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
三
〇　

平
成
十
六
年 

三 

月

『
倶
舎
論
』
世
品
本
論
・
満
増
疏
訳
注
（
二
）（
共
著
）

 

『
神
子
上
恵
生
教
授
頌
寿
記
念
論
集 

イ
ン
ド
哲
学
佛
教
思
想
論
集
』　

平
成
十
六
年 

三 

月

古
本
漢
語
灯
録
所
収
『
往
生
要
集
釈
』
訳
注

 

『
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集　

浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
1　

山
喜
房
仏
書
林　

平
成
十
六
年
十
一
月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
八
）
│
大
焦
熱
地
獄 
『
淨
土
宗
學
研
究
』
三
一　

平
成
十
七
年 

三 

月

二
一

本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



『
倶
舎
論
』
世
品
本
論
・
満
増
疏
訳
注
（
三
）（
共
著
）

 

『
長
崎
法
潤
博
士
古
稀
記
念
論
集 

仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
』　

平
成
十
七
年
十
一
月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
九
）
│
阿
鼻
地
獄
（
そ
の
一
）

 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
三
四　

平
成
十
九
年 

三 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
六
│
臨
終
行
儀
（
一
）
│ 

『
鳳
翔
学
叢
』
三　

平
成
十
九
年 

三 

月

『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
十
）
│
阿
鼻
地
獄
（
そ
の
二
）

 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
三
五　

平
成
二
十
年 

三 

月

毘
婆
沙
師
の
仏
説
観 

『
イ
ン
ド
論
理
学
研
究
』
Ⅰ　

平
成
二
二
年 

九 

月

『
法
然
上
人
の
お
言
葉
│
元
祖
大
師
御
法
語
│
』
解
釈
上
の
諸
問
題
』（
共
著
）

 

『
八
百
年
遠
忌
記
念
法
然
上
人
研
究
論
文
集
』　

平
成
二
三
年 

二 

月

『
選
択
集
』
第
四
・
第
十
二
章
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
語
義

 

『
八
百
年
遠
忌
記
念
法
然
上
人
研
究
論
文
集
』
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所　

平
成
二
三
年 

二 

月

『
選
択
集
』
第
十
三
章
に
お
け
る
「
不
可
得
生
」
の
経
典
解
釈
法 

『
淨
土
宗
學
研
究
』
三
七　

平
成
二
三
年 

三 

月

経
の
文
言
と
宗
義
│
部
派
佛
教
か
ら
『
選
択
集
』
へ 

『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
七
六　

平
成
二
三
年 

八 

月

『
選
択
集
』
第
二
章
に
お
け
る
千
中
無
一
説
│
諸
行
往
生
の
可
否
に
関
連
し
て

 
『
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
九
六　

平
成
二
四
年 

三 

月

法
然
に
よ
る
諸
行
往
生
の
「
否
定
」
│
論
点
の
整
理

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
『
法
然
上
人
8 

0 

0
年
遠
忌
記
念
論
集
│
法
然
仏
教
と
そ
の
可
能
性
』　

平
成
二
四
年 

三 

月

二
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
八
号



『
選
択
集
』
第
六
章
に
お
け
る
特
留
念
仏
釈
と
諸
行
往
生
の
可
否
│
平
雅
行
説
の
検
討
│

 

『
福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
論
集 

佛
法
僧
論
集
』
2　

平
成
二
五
年 

二 

月

了
慧
道
光
に
よ
る
『
選
択
集
』
第
十
三
章
「
不
可
得
生
」
の
解
釈

 

『
廣
川
堯
敏
教
授
古
稀
記
念
論
集 

浄
土
教
と
佛
教
』　

平
成
二
六
年 

十 

月

『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
お
け
る
随
自
意
・
随
他
意
説
│
│
諸
行
往
生
の
可
能
性
に
関
す
る
善
裕
昭
説
の
検
討
│
│

 

藤
本
淨
彦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』　

平
成
二
六
年
十
二
月

隆
寛
撰
『
知
恩
講
私
記
』
現
代
語
試
訳 

『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
創
刊
号
）　

平
成
二
七
年 

三 

月

二
三

本
庄
良
文
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績


